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近畿大学中央図書館で業務を開始してから
4 か月が経ちました。日々発見、驚き、一方
で勉強不足、まだまだいろんな思いを感じる
毎日です。見ること聞くことが新鮮で時には
ワクワクすることもあります。

前職でも図書館業務に従事していましたの
で、社会人生活の大部分を図書館で過ごして
いることになります。

ひとくちに図書館と言ってもいくつか種類
があり、日本図書館協会のホームページでは、
サービス対象となる利用者によって「国立図
書館」「公共図書館」「大学図書館」「学校図書
館」「専門図書館」「その他の施設に設置され
る図書館」に分類されています。

現在所属の図書館は大学図書館に、前職は
企業図書館でしたので専門図書館に属します。
対象となる利用者が異なるため、図書館運営
方針や業務内容、業務手順などに違いがあり
ます。一方で共通する部分もありこれまでの
経験を生かすことができる点ではとてもやり
がいを感じています。

2016年 3月まで勤めていた図書館について
ご紹介します。

企業図書館は営利目的の会社に属する図書
館ですので研究教育目的の大学図書館とは方
針が大きく異なります。優先すべきは利用者
に対してはスピード、日々の業務は徹底した
効率化です。いずれも権限の移譲と業務の見
直しによる手順の簡略化に重きを置くことで
実現してきました。「前例に拘らず」というの
が会社の方針であったこともあり長く継続し
てきたルールであっても工数をかける価値が
ないと判断されれば手順を変更することもし
ばしば生じました。場合によっては手順自体

をやめてしまうケースもありました。こうし
た効率化でできた時間を新しいサービスの開
拓等に充て顧客満足度向上に努めました。予
算も厳しくなる一方で、特に電子ジャーナル
やデータベースの契約では削減目標が毎年金
額で提示されました。提示額削減を確実に実
現するために戦略を立てて交渉を進めました。
詳細は述べられませんがとてもタフな内容も
ありました。

このような厳しい環境の中でうまくいかな
いこともたくさんありましたが、自ら動く姿
勢を受け入れる組織であったため結果を恐れ
ず様々なことに取り組むことができました。
最近全社で力を入れて取り組んでいたのはタ
イムマネジメントです。働き方改革を進めて
メリハリのある質の高いワークライフバラン
スの実現を目指していました。

近年大学を取り巻く環境も厳しいものへと
変化していると聞いています。大学図書館で
も今後このような取り組みが必要になるので
はないかと感じています。

前職を離れると決めたとき可能なら引き続
き図書館で仕事がしたいと願いました。そし
てさらに可能なら違う種類の図書館で働きた
いと願いました。自分自身の世界観を広げる
ためです。その結果選択したのが大学図書館
でした。これまで図書館員通しのつながりか
ら大学図書館の方々とも交流があり、実際に
訪問し直接話を伺う機会もたくさんありまし
た。近畿大学にも過去2度訪問し、図書館も見
学させていただきました。このような経験か
らかねてより大学図書館の仕事に興味を持っ
ていまいした。そしてこのたびご縁があり職
員としてこうして「香散見草」に投稿の運び
となりました。

2016年 4月 1日、とても緊張していました。
その日何をしたのかあまり記憶がありません。
翌日の入学式に出勤しないといけないことを
しっかり覚えて帰宅しました。入学式の日は
ただただそわそわして手順を間違えないよう
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にという思いが強かったため気持ちに余裕が
感じられず、顔はこわばっていたと思います。
毎年ニュースで見ていた入学式の場にいるの
も落ち着かない状況でした。近畿大学での社
会人生活はこのような感じでスタートしまし
た。

学生の数が多いことは認識していましたが、
実際に目で見てあらためてキャンパスが人で
あふれていることに驚きました。帰りには近
鉄長瀬駅のホームが花火大会の帰りのように
人であふれていることにさらに衝撃を受けま
した。目に入ることがしばらくの間はとても
新鮮なことばかりでしたが、最近ようやく慣
れてきました。

最近ようやく慣れてきたことがもう 1点あ
ります。通勤です。通勤はこれまでの倍の時
間がかかるようになりました。定期券を 2枚
所持したことも初めてでしたので何度も間違
えて通勤時に迷惑をかけてしまうことがあり
ます。

これまで所属していた図書館で扱う情報は
そのほとんどが理系の情報でした。総合大学
の図書館では分野が多岐にわたるため、関連
分野の基礎知識が不足しています。言葉の意
味から調べないといけないのが現状で、未経
験の部分を補うための時間をなるべく作るよ
うにしています。サービス対象となる利用者
が学生という点は初めての経験です。これま
では主に社会人である研究者を支援してきま
した。現在は学習支援ワーキンググループで
学生向けの支援やイベントの企画を行ってい
ます。前職でのイベントといえば、事業所の
納涼パーティーの企画運営に携わり、被り物
や着ぐるみを着て飲んで騒いでといった内容
でした。学習を支援するという意味では責任
の重さを感じています。たくさん経験を積ん
で貢献できるようになりたいと思います。

電子化に関してはどの図書館も共通してい
る部分が多いと感じています。電子ジャーナ
ルやデータベースの価格高騰に対する課題は

どの図書館も共通の認識を持っています。予
算には限りがあり費用対効果を考慮した効率
化を進めないといけない一方で、効率化によ
りユーザー満足度の低下をまねくおそれもあ
りジレンマを感じています。

新しい環境に出会い、知らない世界を知る
機会が増えました。みなさんに助けていただ
きながらこれからたくさんの経験を積み重ね
ていけることを楽しみにしています。これま
での経験が生かされることもあれば、まった
く違う視点で課題に取り組まなければいけな
いことも生じます。今までの経験に拘らずに
常に新しい見方でいろんなことにチャレンジ
していきたいと考えています。そして自分の
行動や判断が誰のためになるのか、どんな意
味があるのかを考えて日々の業務に取り組ん
でいこうと思います。

出典：日本図書館協会ホームページ
　　　（http://www.jla.or.jp/）


